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田中：なぜ，女性は容姿にこだわるのか？  
尺度と呼ぶこととした。  
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（1）対象化の先行要因   
女性が自己を性的に対象化するとはどういうことだろうか。その前に，触れておかねばならな  





















を持っことさえあるという。   
しかしながら，対象化過程の中では，自己の容姿に他者が下す評価を推測することだけに心的  
資源が奪われてしまい，こうした積み重ねの結果，様々な精神的な障害が引き起こされる。  
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田中：なぜ，女性は容姿にこだわるのか？   
Fredrickson＆Roberts（1997）はこの中でも，特に自己の身体への羞恥心（bodyshame）と摂  
食障害（disorderedeating）の2つに注目している。  



















（3）水着は心的資源を消耗させる：   
Fredricksonらの研究（1998）   
対象化理論の過程をフローチャー  
トで示したものがFig．1である。  




















一性的機能障害  など  
Fig．1Fredricksonetal．（1998）による自己対象化   
（seIf－Objectification）の過程（筆者和訳）  
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田中：なぜ，女性は容姿にこだわるのか？   
を内在化していくのか，その過程を明らかにした自己対象化理論に着目した。この理論に基づく  
実証的な検討は今後の課題として残されるが，相互依存性と被服行動との関連を検討した本研究  














さまよい，次第に誤った身体像や自己像を作り上げてしまうようである。   
他者の視線を意識すること，そして他者の視線が  





















D   
Fig．2 弾力性ある身体像（theelastic   
bodyimage）の様相   
（Myersetal．，1992）（筆者和訳）   
A：社会的に表象された理想の身体像   
B：内在化された理想の身体像   
C：客観化された身体像   
D：現実の身体像   
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